
計量証明の場合
MLAP標章が入ります

計量証明でない場合は
『分析結果報告書」となります

計量証明には試料採取日は必須項目です

排出ガスのみ
標準酸素換算濃度から
毒性当量を算出することがあります

2,3,7,8-Te CDDの
毒性に換算した濃度です。

※環境基準や排出基準等への適合には、
ToTalの毒性当量をご確認ください。

※計量証明できるのは原則的に自社採取試料のみです。
お客様による採取の場合は、
備考欄に採取者情報を入れる必要があります。
採取手順が手順書に沿ったものであったことが
確認できない場合は計量証明として発行できません。




